
【第 39 回宮崎県小学校家庭科教育研究会東臼杵地区大会 公開授業指導案】 
 
             第６学年２組 家庭科学習指導案 

指導者  学級担任 榎本 朋美（Ｔ１） 

    食育推進担当 宮本 元子（Ｔ２） 

１ 題材名 こんだてを工夫して 

２ 目標 

 ○ 献立を構成する要素がわかり、１食分の献立の作り方を理解することができる。（知識・技能） 

 ○ 献立について栄養バランスとともに、相手に応じた献立を工夫することができる。 

（思考・判断・表現） 

 ○ 家族の一員として、献立の役割について、実践しようとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

３ 指導観 

 ○ 本題材は、学習指導要領のＢ「衣食住の生活」の（１）「食事の役割」のイ「楽しく食べるために

日常の食事の仕方を考え、工夫すること」を主な学習内容としている。そして、５年生で学習した

調理の基礎とも関連させながら、栄養のバランス考えた１食分の献立を工夫して作成できるように

することを主な目標としている。 

   児童は、これまで、第５学年では、バランスを考えた食事について学習してきている。しかし、

第５年時は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校での調理実習を十分行うことはできて

おらず、実際の調理については、各家庭での実践に任せてきた。第６学年の「できることを増やし

てクッキング」では、朝食の重要性やいためる調理方法を学習し、調理実習を通して学んだことを

実践することができている。 

   本題材では、これまでの学習を生かし、主食、主菜、副菜などの組み合わせを考え、栄養的にバ

ランスのよい１食分の献立を立てることを通して、栄養バランスのよい食事をとることの大切さや

取り方について学習する。家族に合わせた１食分の献立の立て方を学習し実践していくことは、栄

養の知識を生活に生かすことにもつながる。また、家族の一員として、よりよい食生活を送ろうと

する実践力を育むことにもつながると考える。 

○ 門川町内の小中学校では、これまで、食育推進担当の指導のもと、児童への食育が計画的に進め

られてきた。アンケート結果を見ると、本学級の児童は、家庭科の学習の中でも特に食に関する学

習への興味関心が高く、特に、調理の基本を学んだり調理実習を行ったりすることには意欲的であ

る。包丁を使って食材を切ることが好きで、家庭で料理に関する手伝いをしていると答えた児童も

多い。しかし、手伝いの内容は、食器を運んだりレンジで食材を温めたりするなど簡単な手伝いが

多く、家庭科の学習で学んだことを実践できているとは言えない。また、普段から栄養のことを考

えて食事をしている児童は少なく、食に関する学習の中でも栄養素とその働きについては、覚える

ことが多く難しいと感じている児童が多い。 

 ○ そこで指導にあたっては、児童への食への関心をより一層高めるため、専門的な知識を有する食

育推進担当と連携して学習を進めていく。そして、２年間の家庭科学習のまとめとして、児童がこ

れまで学んだ知識を生かして、家庭で進んで調理したり実践したりしようとする態度を育てるとと

もに、自分の成長に気付かせる題材構成にしたい。 

 

４ 本題材の指導計画（全１１時間 本時９/１１） 

段
階 

主な学習内容及び 

学習活動 

 

指導上の留意点 
時

間 

評価計画 

評価規準 

（評価方法） 

見
つ
め
る 

○ よりよい食事につい

て話し合い、題材の学習

課題と見通しをもつ。 

○ 学習の目標を確認し、

めあてや計画を立てる。 

○ 題材展開の見通しを

もたせ、１食分の献立を

考えることへの意欲に

つなげるようにする。 

１ 

○ １食分の献立の栄養のバラン

スについて問題を見いだして課

題を設定することができている。 

（発言・ワークシート） 

【思・判・表】 



探
る 

○ 献立の考え方や立て

方について調べる。 

 

○ 主食・主菜・副菜・汁

物、飲み物の順で献立を

考えるとよいことに気

付かせる。 

１ 

○ 献立を構成する要素が分かり、

１食分の献立作成の方法につい

て理解することができている。 

（観察・ワークシート） 

【知・技】 

○ 献立の立て方を五大

栄養素で確認する。 

○ 栄養バランスのとれ

た献立を考えることの

大切さに気付くことが

できるようにする。 
１ 

○ １食分の献立や、おいしく食べ

るための調理計画及び調理の仕

方について考え、工夫することが

できている。 

（発言・ワークシート） 

【思・判・表】 

○ 調理計画を立てるた

めに必要な食品の選び

方や保存の仕方などに

ついて調べる。 

○ 食品選び方について

は、家族へのインタビュ

ーなど、様々な情報をも

とに理解できるように

する。 

１ 

〇 調理計画に必要な事項を理解

し、食品の選び方や保存の仕方な

どについて理解することができ

ている。 （発言・ワークシート） 

【知・技】 

○ １食分の献立を考え、

身近な食材を使った調

理計画を立てる。 

 

○ 既習の経験と関連さ

せて、材料や分量、作り

方を考えさせる。 

○ 環境に配慮した後片

付けについても考えさ

せる。 

１ 

○ 目的に応じた調理や調理の手

順を理解することができている。 

（観察・ワークシート） 

【知・技】 

 

○ 身近な食材を使った

おかずの調理実習を行

う。 

○ 調理実習では、目的に

応じた切り方や、ゆで方

いため方、出来上がり時

間を考えた手順などに

ついて考えさせる。 

２ 

○ 材料に適したゆで方、いため方

を理解しているとともに適切に

できている。   （実習・観察） 

【知・技】 

生
か
す 

○ 家族のための１食分

の献立を考える。 

 

 

 

○ 家族のために食事を

作るという目的意識を

もたせ、主食をご飯と

したときの１食分の献

立について考えさせ

る。 

２

／

２ 

本

時 

○ 「ゆでる」「いためる」などの今

まで学習した調理方法を生かし

て、１食分の献立を工夫して立て

ることができている。 

（発言・タブレット） 

【思考・判断・表現】 

○ 家で作るための調理

計画を立てる。 

 

○ 栄養のバランスだけ

ではなく、様々な視点

をもって献立を立てる

ことが大切であること

に気付かせる。 

○ 家庭の食事や給食の

時間などを振り返ら

せ、食事のマナーや盛

り付け方などについて

も考えさせる。 

１ 

○ 調理に必要な材料や手順を考

え、調理計画を立てることができ

る。  （発言・ワークシート） 

【思・判・表】 

○ 家族とともに楽しく食べるた

めにマナーや食卓など食事の仕

方について実践に向けた計画を

考え、工夫することができる。           

（ワークシート） 

【思・判・表】 



○ 家庭での実践を発表

する。 

○ 郷土料理について考

える。 

○ 家庭と連携を図り、

計画したことを実践で

きるようにする。 

○ 郷土料理について知

り家族の団らんや人と

人とのつながりについ

ても考えさせる。 

 

１ 

○ 自分の成長や家庭で実行して

の結果、自己目標の達成等につい

てふり返り、これからの家庭生活

への展望をもとうとすることが

できる。 （発言・ワークシート） 

【態度】 

○ 地域の特産物を使った料理や

郷土料理について知り、学んだこ

とを生かして、やってみたいこと

や、もっと調べたいことについて

考えることができる。 

（発言・ワークシート） 

【態度】 

 

５ 本時の目標 

 ○ 献立を立てるときに大切な視点を理解し、家族に合わせた１食分の献立を工夫することができる。    

（思考・判断・表現） 

６ 本時の学習指導過程 

段

階 
学習活動及び学習内容 

指導上の留意点 

★ 評価項目（評価の観点）（評価方法） 
資料・

準備 
○：担任（Ｔ１）●：食育推進担当（Ｔ２） 

つ
か
む
（
十
分
） 

１ 前時までの学習内容を振り返

り、本時のめあてを確認する。 

 ○ 栄養クイズ 

 ○ 問題場面の提示 

  

 

○ 本時のめあて 

● 栄養クイズを行い、栄養素や３つの食品グ 

ループ分けを確認する。 

○ 学習計画表をもとに、本時は家族のために１

食分の献立を立てるという目的意識をもたせ

る。 

○ １食分の献立の例として、２つの献立の例を

提示し、好きなものや栄養的な偏りのある献立

に問題意識をもたせる。 

○ 家族に喜んでもらえる献立を考えたい、他に

もできる工夫をしたいという意欲をもたせ、本

時のめあてにつなげる。 

写真 

ワ ー ク

シート 

見
通
す
（
五
分
） 

２ 課題解決までの見通しをもつ。 

 ○ 授業の流れを確認する。 

  ・ スマイルネクスト 

  ・ グループで話し合う 

  ・ 献立の見直し 

  ・ 全体で発表する 

○ 自分にできる調理方法を確 

認する。 

  ・ ゆでる、和える、いためる、

焼く、にる 

 ○ 組み合わせを考える。 

・ 主食、主菜、副菜、飲み物・

汁物の順で考える。 

○ 本時は、タブレットに配布した料理から献立

を立てることを確認する。 

○ 主食をご飯とする夕食の１食分の献立を考

えることを確認する。 

○ 事前に調べた家庭に常備してある材料や家

族の好みなども考慮して献立を考えることを

確認する。 

● 調理方法は、これまでの経験を生かして自分

で調理できるものを選ぶことを確認する。 

 

 

 

タ ブ レ

ット 

 家族に喜んでもらえる献立にす

るためには、どんな工夫をすれば

いいだろうか。 



解
決
す
る
（
二
十
二
分
） 

３ 献立を考える。 

 ○ 一人調べ 

 ○ 献立を立てる視点を確認す

る。 

  ・ 栄養バランス 

  ・ 彩り 

  ・ 誰のために 

  ・ 旬 

 ○ グループで話し合う。 

・ 自分の献立のポイント 

・ 友達の献立の良い点や改善     

 点 

 

 

 

 

○ 献立の見直し 

 

 

○ 全体で話し合う 

 

 

 

○ 教科書のおかずの例や調理実習で取り組ん

だおかず、または、児童が取り組んだクッキン

グレポートを参考に考えさせる。 

● 初めに掲示した献立の例や前時までの学習

をもとに、献立を立てるときに必要な視点につ

いて確認する。 

 

 

○ 友達の献立への気付きやアドバイスを付箋

に書いて、タブレット上で伝え合う。この時、

栄養バランス、彩り、誰のために、旬という４

つの視点を意識させ、よい点や問題点を明らか

にすることで、よりよい献立に工夫できるよう

にする。 

★（４つの視点を意識した献立を考えることが

できている。）（タブレット） 

● 選んだ主菜、副菜の材料、調理法、味付け

が重なっていないか、再度見直すことで、よ

りよい献立に改善できるようにする。 

○ 献立のポイントやその献立を立てた理由な

ど、献立に込めた思いを伝え合う中で、献立を

立てる際には多くの視点があり、それぞれに優

先したい視点が異なることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
る
（
五
分
） 

５ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

￥ 

○ 献立を立てるときの視点を基に、それぞれに

まとめを考えさせる。 

 

 

振
り
返
る
（
三
分
）「 

６ 本時の学習を振り返る。 ○ 本時学習のめあてとまとめを振り返り、自己

評価させる。 

 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんだてを工夫して 

○め  

 

写真① 写真② 

 

 

 

 

 家族に喜んでもらえる献立にするために

は、どんな工夫をすればよいだろうか。 

 

様々な視点をもって、主食、主菜、副菜、

汁物・飲み物の組み合わせを考えると良い。 

まとめの例

れい 

献立を考えるときの４つの視点 

①  栄養バランス 

②  彩り 

③  誰のために 

④  いつ（旬） 

 

 献立を立てるときには、様々な

視点をもって、主食、主菜、副菜、

汁物・飲み物の組み合わせを考え

ると良い。 

○み ○授業の流れ 

  ○こんだて作成の手順 

   ① 作ることのできる料理を選ぶ。 

   ② 組み合わせを考える。 

   ③ 食材を考える。 


